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＊　東京学芸大学 人文社会科学系 地域研究分野（184-8501　東京都小金井市貫井北町4-1-1）

１．緒語

　これまで幾つかのミエンの歌の歌詞を報告し，発音と注釈を付けてきた。それらは即興歌から定詞歌までか
なりのバリエーションがあった。今回紹介するのは，筆者の分類では物語故事歌に相当する歌である。後に述
べるように，これはラオスにいたときの実話を基に作られている。
　この歌詞は，タイ王国ナーン県ムアン郡ボー区ナムガーオ（Nam Ngao）村に住む鄧貴華氏が書写した歌の
写本に載っていたもので，以前発表した「歌二娘歌」（1）の後に書かれている。内容は，五月に生まれた娘が
悪業非道を行い，両親を困らせ，家を潰し，村人に迷惑をかけるという乱行譚であり，筆者の分類によれば個
人の人生を語る物語故事歌である（2）。五月生まれの女は悪いという偏見まるだしの差別的内容であり，露骨
な表現が多くあって洗練されたものとは言いがたい。しかし一方で，歴史故事歌には見られないひねった文彩
があり，またミエン口語語彙や歌謡語語彙も多用されていて，寧ろミエンの歌の特徴を備えた歌詞となってい
る。この歌は有名であり，1950年代以前生まれの男性にはよく知られている。また，〈托生〉thɔʔˊ sɛŋという
ミエンの転生観のあり様を示す資料となっている。

２．表記等

　発音は IPA（国際音標文字）を用いる。声調は，無：中平，ˊ：高昇降あるいは高平，`：低平，ˇ：低昇，ˆ：
中降，˜：低昇降で示す。
　この歌詞を示すに当たって，判別した限り語彙素性を示すこととした。その凡例は以下の通りである。
1． ミエン口語・歌謡語語彙の宛字または歌詞独自の表記（音仮名）：ゴシック体　例）寛由，月（太陽の
「日」を歌詞では「月」と書くことがある）

2． 漢語由来の語彙であるが現代漢語とミエン語で意味が異なる語彙，あるいは漢字で構成されているが，ミ
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エン語独自の語彙となっているもの（漢語転義詞）：ゴシック体＋下線　例）團圓
3．ミエン語化しているが，漢語と同じ意味で使われる字・語彙（漢語借用詞）：明朝体　例）萬民
4． ミエン語であるが，文字は意味の通じる字を宛てている。訓読（訓字）：明朝体＋下線　例）不（音は

jaːm）
　誤字や宛字と推察される文字は，元々の正しい字と筆者が判断した字に改めた。字体は，実際には民間略字
体も多くあるが，正字体（所謂旧字体）に統一した。ミエン語は日本語と同様に漢語語彙を多く借用してお
り，その読みはミエン語での音読（上記 2，3）と訓読（4）があり，複雑である。
　フォントにない字を〔　〕で示す。今までは〔A＋B〕の形で示したが，Aが偏でその右にBが旁となるの
か，A冠の下にBが来るのかが分からなかった。その弊を補うため，以下のような書き方をする。理解のため，
既存の文字で例を示す。
〔A→B〕Aが偏となりBが旁となる偏旁の関係。又は単にAの右隣にBが位置する。例：〔氵→立〕＝泣。
〔A↓B〕Aが冠となり，Bが旁となる関係。又は単にAの下にBが位置する。例：〔父↓多〕＝ 。
〔A・B〕Aの中にBが入る。例：〔囗・玉〕=国，〔門・口〕＝問。
〔A×B〕AとBが交差する。例：〔一×丨〕＝十
これらの関係は複雑に組み合わせる事もある
〔A→B↓C〕Aが偏となっており，Bの下にCが来て，旁を構成する。〔日→刀↓口〕＝昭
　ミエン独自の字体の漢字で，頻出するものは煩を避けるために以下の様に対応する漢字を□で囲み示した。
〔父↓上〕＝爺　　〔戸↓习→犬〕＝扇　　〔二↓山〕＝出　　〔艹↓氵→𠆢↓丶↓丶〕＝烟　　〔飞↓去〕＝飛
〔爫↓冖↓ 〕＝管　　〔𠂆↓㇒↓乚〕＝風　　〔爫↓一×丿↓目〕＝看
　この歌は和本のような袋綴じの本に書かれている。そこで，ページを「丁」で示す。袋綴じにした右面（縦
書きの場合）を「～丁表」，左面を「～丁裏」と記す。この歌は以前発表した「歌二娘古」の後に書かれてい
るため，「4丁表」から始まっている。

３．歌詞のテクスト

題名「五　月　捨　傳　出　来　的　歌」
 m̥˜ l̥aː（3） siəʔ΄ ʦunˆ ʦhuət΄ taːiˆ ɲei ʣuŋ
五月生まれの娘の話が伝わった歌
注　siəʔ΄：娘，女の子。「捨」は宛字。

【４丁表】

001 天　慌　返［反］　朝　乱　造　古 乱　傳　世　上　衆　人　知
thin hwaːŋ faːnˊ ʦiuˆ lun` ʦəuˇ kəuˊ lun` ʦunˆ seiˇ ʦaːŋ` ʦwaŋˇ ɲienˆ pei

天の状態が悪しくなり，反乱が起きた。その乱を故事歌にする。乱のことが世に伝わり，多くの人が知
るところとなった。
注　kəu΄：故事，故事歌。

002 灲［州］廷　敗　慌　官　人　乱 灲［州］廷　返［反］敗　謂［爲］　良　民
 ʦjəu tiŋˆ paːi` hwaːŋ cuən ɲiənˆ lun  ʦjəu tiŋˆ faːn´ paːi` wei` laːŋˆ maːnˆ

政府が乱れ，官人が乱を起こした。政府内部が乱れ，それが一般人に及ぶ。

003 肖［省］上　出　官　灲［州］廷　乱 　中　多　女　敗　家　廷［庭］
 sɛŋ´ ʦaːŋ` ʦhuət´ cuən ʦjəu-tiŋˆ lun` winˆ twaŋ tɔ ɲəu˜ paːi` caː tiŋˆ

県でも官人同士が対立し，行政が乱れた。家の中に女性が多いと家族が乱れる。
注　sɛŋ΄：県。ʦhuət΄ cuən：官人同士が対立する。

－ 232 －

東 京 学 芸 大 学 紀 要　人文社会科学系　第75集（2024）



【４丁裏】

004 府　上　官　多　出　怪　古 婚　姻　配　錯　養　妖　精
 fəu´-ʦaːŋ` cuan tɔ ʦhuət´ kwaiˇ-kəuˊ  huən-in phwiˇ ʦhaʔ´ juŋ˜ yau ʦiŋ

郡に官人が多いと怪しげな話が多く出てくる。結婚の組み合わせを間違うと，怪物が生まれる。
注　fəuˆ：郡。kwaiˇ-kəu´：怪しげな話。juŋ˜：産む。yau ʦiŋ：怪物，邪鬼。

005 則［測］　作　苗　丹　命　不　変 當　家　養　女　能　妖　精
 ʣaʔ´ ʦuʔ` miuˆ taːn mɛŋ` jaːm` penˇ tɔŋ caː juŋ˜ ɲəu˜ n̥aŋ´ jau ʦiŋ

考えるに，私の命運はよろしくなかった。結婚して生まれた娘は怪物の様だ。
注　ʣaʔ΄：考える，思う。miuˆ taːn：男性の一人称単数（歌謡語）。後で見るように，この歌では女性の一人称単数に

も用いている。penˇ：好い。好くなる。tɔŋ ca：結婚する。n̥aŋ´：～のようである。

006 入　庙　投　胎　進　娘　肚 路　上　难　行〔亻→費〕［費］了　心
piəʔ` miu` daːuˆ thɔi ʦanˇ ɲaːŋˆ təu´  ləu`-ʦaːŋ` naːnˆ hɛŋˆ feiˇ liu˜ fi əm

子が生まれる前に廟へ行き，受胎することを願った。すると妻のお腹に子供が入った。お腹に子供を宿
しているので，何処へ行くのも難しい。心は色々と考えて愁えている。
注　ɲaːŋˆ：口語では「娘」だが，歌謡語では「母（又は妻）」を指す。feiˇ liu˜ fiəm：色々と考えて愁える。

007 六　甲　上　身　梱［困］　娘　燱 野　狸　报　怪　到　門　前
luəʔ` caːp´ ʦaːŋ` siən khuənˇ ɲaːŋˆ jiəʔ´ çiəˆ leiˆ poˇ kwaiˇ thauˇ muənˆ ʦinˆ

身に胎児を宿していることの苦労を妻は憂える。野狸が，怪事が門前まで来ていると言う。
注　luəʔ` caːp΄：胎児。

008 桃　原［源］　花　開　月　子　到 又　怕　利　刀　来　架　心
 tɔˆ ɲuənˆ khwaː gɔi ɲut` ʦei´ thauˇ jəu` ʣiəˇ lai` to taːiˆ caːˇ fi əm

桃源の花が開き，時が到った。鋭い刀が来て心臓を切ることを恐れる。
注　ミエンの世界観では，子供は〈桃源洞〉というところの花がこの世に生まれ落ちたものとされる。〈花〉で子供

の意味となる。ɲut` ʦei´：予定の日，日程。歌詞ではɲut`（日）を「月」と書く。但し，後に見るように，「月」
の意味でも，ɲut`と発音することがある。

009 嚇　得　 　娘　 ［操］　心　乱 作　得　許　神　担　保　娘
hɛʔ´ tuʔ´ jiəˆ ɲaːŋˆ ʦhoˇ fi əm lun` ʦuʔ` tuʔ´ həu´-ʦiənˆ daːm-pu´ ɲaːŋˆ

父母を脅して心を乱れさせる。神に願掛けして妻を護ってもらわなければならない。
注　jiəˆ ɲaːŋˆ（爺娘）：父母，両親。

010 無　計　請　師　許　神　愿 陸［六］　甲　現　斉　慢　謝　恩
məu` ceiˇ ʦhiŋ´ sai həu´-ʦiənˆ ɲun`  luəʔ` caːp´ çin` ʣɔiˆ maːn` ʦiə`-en

他に何もできないので，祭司に頼んで神に願掛けした。子供を産み，後でゆっくり謝恩する。
注　çin` ʣɔiˆ（現斉）：生まれる。

【５丁表】

011 邦　叩　許　神　有　 　圣 吹　生　六　甲　正　團　圓
 paŋ-khauˇ həu´-ʦiənˆ maːiˆ liŋˆ siŋˇ ʦhwi sɛŋ luəʔ` caːp´ ʦiŋˇ tunˆ junˆ

神に頼り願掛けすると霊験があった。神の助けで胎児が生じ，円満に育った。
注　paŋ-khauˇ：頼る。

012 六　甲　現　斉　欠　神　愿 借　錢　借　賑　射［謝］　神　恩
luəʔ` caːp´ çin` ʣɔiˆ chiəm´ ʦiənˆ ɲun` kaː´ ʦinˆ kaː´ ʦaːŋˇ ʦiə`-ʦiənˆ en

子供が生まれたが，願掛けの謝恩が必要であった。借金し，物を借りて神恩に感謝した。
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013 朝　々　守　在　家　 　伏 怕　出　門　前　風　扇　花
ʦiu ʦiu sjəu´ ʦɔiˇ caː winˆ puəʔˆ ʣiəˇ ʦhuət´ muənˆ ʦinˆ pwaŋ sinˇ khwaː

毎日昼間は家にいて子供を抱く。外出すると風が子供に障るのではないかと恐れる。

014 神　愿　謝　清　奈　心　代［帯］ 春　耕　抛　散　代［帯］　花　𠖼［央］
ʦiənˆ ɲun` ʦiə` ʦhiŋ´ nɔi` fi əm taːiˇ  ʦhun-kɛŋ beu ʣaːnˇ taːiˇ khwaː jaːŋ

願掛けの謝礼儀礼を終え，満足して子供を抱く。畑に行くのはやめて，子供を抱く。
注　nɔi` fiəm：満足して。心を尽くして。ʦhunˆ kɛŋ：耕作，農耕。khwaː jaːŋ：花の芽。子供の比喩。

015 行　去　路　头　怕　風　扇 又　怕　花　魂 　落　路　边
hɛŋˆ chəuˇ ləu`-tauˆ ʣiəˇ pwaŋ sinˇ jəu` ʣiəˇ khwaː uənˆ lɔʔ` ləu` pin

路を行くと，風が吹いて子供に障ることを恐れる。また，子供の魂が路傍に落ちてしまうことを恐れる。
注　khwaː uənˆ lɔʔ`：子供の魂が落ちる。ミエンの世界観では，人には七つの〈魂〉と三つの〈魄〉があるが，これら

の〈魂〉〈魄〉は人体から離れることがあり，それによって体調不良が起きたりする。

016 行　去　路　头　怕　月〔月＋西〕［晒］ 又 怕〔虫→食〕〔虫→口口↓旭〕 呑 死 兒
hɛŋˆ chəuˇ ləu` tauˆ ʣiəˇ ɲut` saːiˇ jəu` ʣiəˇ muŋ˜-ɲaiˆ thaːm fei´ ɲeiˆ

路を行くと，陽光に晒されるのを恐れる。また，蚊に刺されて子供が死ぬことを恐れる。
注　muŋˆ ɲaiˆ：蚊。ɲut`（月）：陽光の意味であるが，歌詞に書くときには「月」の字を書く。thaːm（呑）：「飲む」と

いう意味もあるが，歌謡では「食べる」意味に用いる。

017 風　来　便　把　娘　身　伏 雨　来　又　把　姐　娘　這［遮］
 pwaŋ taːiˆ pin`-paː´ ɲaːŋˆ siən puəʔ` həu˜ taːiˆ jəu` paː´ ʦiə´-ɲaːŋˆ ʣiə

風が吹いてくると母は風を避けるように子供を抱く。雨が降 ってくると父母は子供を庇う。
注　həu˜：歌謡語では雨をhəu˜と発音する。ʦiəˊ-ɲaːŋˆ（姐娘）：この歌の中では「姐娘」で「父母」を意味する。

【５丁裏】

018 第　三　紅　花　命　里［理］　醜 五　月　内　中　出　世　修
taiˆ faːm hoŋˆ khwaː mɛŋ` lei˜ ʦhiəu´  m̥˜ ɲut` nɔi` twaŋ ʦhuət´ seiˇ fjəu

第三の娘は運命がよろしくない。五月中に生まれてきた。
注　fjəu：①仕事する。生活する。②治める。③（ルールを）遵守する。

019 六　路　尋　男　来　入　赦 百　路　尋　穷　不　対　修
luəʔ` ləu` ʦiəmˆ naːmˆ taːiˆ piəʔ` siəˇ pɛʔ´ ləuˆ ʦiəmˆ cwaŋˆ jaːm` tɔiˇ fjəu

あらゆる所で入婿してくれる男を探した。色々な所を尋ね尽くしたが，夫になる人は見つからない。
注　luəʔ` ləuˆ：どこでも，あらゆる所。piəʔ` siəˇ：入婿する。pɛʔ´ ləuˆ：色々な所。tɔiˇ：夫婦になる。

020 通　念　男　𡯎　不　対　作 娶　作　冤　家　対　纒　乔［橋］
thoŋˇ nim` naːmˆ lwaŋˆ jaːm` tɔiˇ ʦuʔ` chi´ ʦuʔ` winˆ caː tɔi` ʣen` cəuˆ

目上を大切にする男性はなかなか見つからない。以前対立していた家の者を夫とすると，似合いの夫婦
になった。
注　thoŋˇ nim`：崇め尊敬する。愛する。naːmˆ lwaŋˆ：男性，婿。winˆ caː：敵対者，対立者。tɔi` ʣen` cəuˆ（対纒橋）：

仲の良い夫婦の喩え。

021 丙　申　年　間　二　月　内 投　人　入　赦　秀　家　廷［庭］
 peŋ´-siən nin-kɛn ɲei` ɲut` nɔi` daːuˆ ɲiənˆ piəʔ` siəˇ fjəuˇ caː tiŋˆ

丙申年二月のうちに，人に頼んで入婿してもらい，家族を営んだ。
注　fjəuˇ：（家事を）営む。
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022 入　赦　不　有　兩　三　日 出　冤　出　枉　到　官　堂
piəʔ` siəˇ jaːm` maːiˆ ljaŋ`-faːm ɲiət´ ʦhuət´ winˆ ʦhuət´ waŋ´ thauˇ cuən tɔŋˆ

入婿して二，三日も経たないうちに喧嘩して関係がこじれ，役所に持ち込むこととなった。
注　ʦhuət´ winˆ ʦhuə´ twaŋ´：関係がこじれる。

023 入　到　官　堂　难　分　断 郷　老　衆　人　分　拿　言
piəʔ` thauˇ cuən tɔŋˆ naːnˆ pun tunˇ  çaːŋ-lɔ˜ ʦwaŋˇ ɲiənˆ pun phaːiˇ ɲimˆ

役所に紛争案件を持ち込んだが，判断するのが難しい。村の長老達や村人たちが事に対して判断を下した。
注　pun phaːiˆ：断を下す。

024 愿　領　投　衍　在　入　赦 礼　儀　行　前　六　裡［禮］　通
ɲun` leŋ˜ daːuˆ hɔŋˆ ʦɔiˇ piəʔ` siəˇ lei˜ ɲei` hɛŋˆ ʦinˆ luəʔ` lei˜ thoŋ

その後，夫が謝って再び入婿することを願った。予め，礼儀規範に基づき事前に娘の父母へ若干の金を
贈った。
注　ɲun` leŋ˜：謝る。daːuˆ hɔŋˆ：頼む，願う。lei˜ ɲei`（礼義）：世俗的規範と異なる儀礼的規範。hɛŋˆ ʦinˆ：予め。

luəʔ` lei˜ thoŋ：規範の細則。ここでは具体的に「若干の金を贈ること」。

【６丁表】

025 礼 京 並 明 三 百 六 十［刀・二］ 手　上　無　錢　来　対　清
 lei˜-kiŋ pin´ meŋˆ faːm pɛʔ´ luəʔ` ʦiəp` lunˆ sjəu´ ʦaːŋ` məu` ʦinˆ taːiˆ tɔiˇ ʦhiŋ´

結納金は360ルンと決まり，言明された。しかし，婿は無一文で来て，払わなかった。
注　lei˜-kiŋ：結納金。聘財。pin´：告げる，伝える。tɔiˇ ʦhiŋ´：清算する。

026 得　見　鶏　阡［簽］　报　有　怪 嚇　作　二　人　心　燱　憂
tuʔ´ kinˇ cai ʦhim poˇ maːiˆ kwaiˇ hɛʔ´ ʦuʔ` ɲei` ɲiənˆ fi əm jiəʔ´ jəu

鶏骨占いは好くない事が起こると告げていた。脅かされて，二人の心は憂えた。
注　cai ʦhim：儀礼の供物となった鶏の脚の骨の穴に 2本の楊枝を差して，その向きなどで運勢を占う。

027 　边　自　從　折［拆］　元［縁］　忿 婚　姻　折［拆］　散　各　行　𨒣［遊］
ljaŋˇ pin ʦei` ʦɔŋˆ ʦhɛʔ´ junˆ puən`  huən-in ʦhɛʔ´ ʣaːnˇ koʔ´ hɛŋˆ jəuˆ

二人は自ら縁を切り，別々に分かれた。結婚してから分かれてしまうと，各々別の道を行くことになる。
注　puənˋ：分かれる。

028 郷　老　面　前　分　拿　了 不　以　 　边　桥　纒　桥
çaːŋ lo˜ min` ʦinˆ pun phaːiˆ liu˜ jaːm` ji´ ljaŋ` pin cəuˆ ʣen` cəuˆ

（二回目の判断）村の長老は人々の面前で，二人が一緒にいることはできないと断を下した。
注　cəuˆ ʣen` cəuˆ（橋纒橋）：「共に愛し合う」の比喩。ここでは「よりを戻す」。

029 若　还　 　边　桥　纒　杵 前　後　返［翻］心　衆　管　知
jəu` waːnˆ ljaŋ` pin cəuˆ ʣen` ʦəu` ʦinˆ ho˜ faːn´ fi əm ʦwaŋˇ kunˆ pei

もし，二人が再び一緒になろうとしても，その後，心変わりすることは皆知っている。
注　jəu` waːnˆ：もし。cəuˆ ʣen` ʦəu`（橋纒杵）：橋纒橋（cəuˆ ʣen` ceuˆ）に同じ。ʦəu`：①木。②暮らす，行う。

kunˆ：知る，考える。

030 今　世　年　間　桥　纒　杵 無　人　分　断　兩　人　言
ciem seiˇ nin-ken cəuˆ ʣen` ʦəu` məu` ɲiənˆ punˆ tunˇ ljaŋ` ɲiənˆ ŋinˆ

現在，よりを戻そうとしても，それに対して両人に断を下す者がいない。
注　ciem seiˇ nin- ken：現在。

吉野 : タイ北部のミエンにおける歌と歌謡語（6）
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031 幸［辛］苦　銀　錢　不　得　使 不　得　三　分　手　上　収
 fi əm-khəuˊ ŋaːnˆ ʦinˆ jaːmˋ tuʔˊ saːiˊ jaːmˋ tuʔˊ faːm puən sjəuˊ ʦaːŋˋ sjəu

子育ての苦労の銭（＝結納金）も払われない。少しも手元に入らない。
注　faːm-puən：少し。

【６丁裏】

032 幸［辛］苦　 　娘　不　得　飲 抛　 　抛　姐　去　人　
 fi əm-khəu´ jiəˆ ɲaːŋˆ jaːm` tuʔ´ jiəm´ beu jiəˆ beu` ʦiə´ chəuˇ ɲiənˆ winˆ

苦境にある父母は食べることができない。（娘は）父を捨て，母を捨てて，他人の家に婚入する。
注　jiem´：意味は「飲む」であるが，歌謡語では「食べる」意味になる。ʦiəˆ：姉の意味だが，ここでは「母」を意

味する。

033 打　罵　娘　人　趕　早　死 呪　 　早　死　得　欢　𨒣［遊］
taː´ maːˇ ɲaːŋˆ ɲiənˆ kaːn˜ ʣjəu´ fei´ ʦjəuˇ jiəˆ ʣjəu´ fei´ tuʔ´ ɟuən-jəuˆ

（娘は）自らの母を罵り，母を早死にさせる。更に父を罵る。その結果父が早死にすれば嬉しい。
注　ʦjəuˇ（呪）：罵る。ɟuən-jəuˆ：嬉しい。

034 費　得　 　人　归　陰　路 送　过　紫　眉　不　以　归
feiˇ tuʔ´ jiəˆ ɲiənˆ kwei jiəm ləu` fuŋˇ ciəˇ ʦi` meiˆ jaːm` ji´ kwei

何故父は死んだのか。魂を（あの世に）送って帰らせない。
注　feiˇ tuʔ´：何故。kwei jiɔm ləu`：死ぬ。ʦi`meiˆ：魂魄。

035 百　姓　良　民　乖　过　管［官］ 　出　女　花　悪　过　娘
pɛʔ´ fi ŋˇ laːŋˆ maːnˆ kwai ciəˇ kunˆ juŋ˜ ʦhuət´ ɲəu˜ khwaː ɔʔ´ ciəˇ ɲaːŋˆ

一般人民は政府より賢い。母親は娘を産んだが，それは母より悪い女であった。
注　kwei：賢い。

036 千　边［般］　不　伏　妖　精　女 請　人　造　意　廣　傳　天
 ʦhin-piən jaːm` puəʔ` jau ʦiŋ ɲiəu˜ ʦhiŋ´ ɲiənˆ ʦəuˇ eiˇ caŋ´ ʦunˆ thin

どうしても怪物のような女を好きになれない。人に頼んで歌を書いてもらい，（その女の性格の悪さを）
天下に知らせた。
注　ʦinˆ piən：どうして。puəʔˆ：好く。ʦəu` eiˇ：文章・歌を書く。

037 世　上　人　多　細　慢　听 細　想　苗　言　傳　报　知
seiˇ ʦaːŋ` ɲiənˆ tɔ faiˇ maːn˜ thiŋˇ faiˇ faŋ´ miuˆ ŋinˆ ʦunˆ buəˇ pei

世の中の人々は，細かく知った。良く考えると，私の言葉が天下に伝わり，人々の知るところとなる。

038 當　家　配　元［縁］　 　男　女 五　月　紅　花　冤　代［帯］劳
tɔŋˆ caː phuiˇ junˆ juŋ˜ naːmˆ ɲəu˜  m̥˜ ɲut` hoŋˆ khwaː miən´ taːiˇ laːuˆ

結婚して因縁が合って息子や娘が生まれた。五月娘はあちこちに怒り（諍い）をもたらす。
注　miənˊ：激怒する。taːiˇ laːuˆ：もってゆく，連れて行く。

【７丁表】

039 五　月　紅　花　重　喪　仔 　得　三　喪　奏　敗　
 m̥˜ ɲut` hoŋˆ khwaː doŋˆ fɔŋ´ cwei´ juŋ˜ tuʔ´ faːm fɔŋ´ ʦaːu` paːi` winˆ

五月生まれの娘は「重喪」日のような悪しき子である。「三喪」日のような子が生まれ，家を潰す。
注　doŋˆ foŋ´（重喪），faːm foŋ´（三喪）：いずれも占い暦の本『通書』に載っている凶日のこと。重喪は「百事凶。

…この日に家を建て始めると，完成前に死者が出る」とされ，三喪は「百事凶。…信じない（でこの日に事を行
う）と，死者が三人出る」とされる。
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040 　作　吾　高　板　木　晒 会　吃　 　娘　父　母　屍
juŋ˜ ʦuʔ´ mˆ ku pɛn´ muə` saːiˇ wui khiʔ´ jiəˆ ɲaːŋˆ puəʔ` məu˜ sei

棺桶を晒す吾高鬼が生まれた。父母を食べてしまうこともできる。
注　mˆ kəu：「吾高鬼」という鬼神。pɛn´ muəˋ：棺，柩。

041 　得　妖　精　冤　枉　剣 返［反］敗　家　廷［庭］　万　卋　
juŋ˜ tuʔˊ yau ʦiŋ winˆ waŋˊ ciəmˇ  faːnˊ paːiˋ caː tiŋˆ maːnˋ seiˇ winˆ

怪物を産むと喧嘩の剣となる。何代も続いた家を潰す。
注　maːn` seiˇ winˆ：何代も続いた家。

042 運　氣　不　通　 　出　怪 　作　冤　家　来　敗　
uənˆ chiəˇ jaːm` tɔŋ juŋ˜ ʦhuət´ kwaiˇ juŋ˜ ʦuʔ` winˆ-caː taːiˆ paːi` winˆ

運気が好くないと，怪物を産む。産まれると，敵対者となり，家を滅ぼす。

043 早　朝　家　 　不　敬　聖 無　神　吹　賜　托　男　花
ʣjəu´ ʦiu caː winˆ jaːm` keŋˇ siŋˇ  məu` ʦiənˆ ʦhwi ʦheiˇ thɔʔ´ naːmˆ khwaː

以前は家で神を祀らなかったので，男子を再生させてくれる神はいなかった。
注　ʣjəu´ ʦiu`：以前。前日。swi ʦheiˇ：（神が）恩恵・加護を与える。thɔʔ´：転生する。ミエンの世界観では，人間

の魂は死後九代を経ると，転生するという。転生することを thɔʔ´ sɛŋ（托生）という。

044 當　天　架　桥　求　男　女 托　得　妖　精　 ［古］　怪　塲［傷］
tɔŋˆ thin caːˇ cəuˆ cəuˆ naːmˆ ɲəu˜ thɔʔ´ tuʔ´ yau ʦiŋ ku´ kwaiˇ ʦhuŋ

當天架橋儀礼を行い，息子や娘を求めたが，怪物のような 傷神が托生して産まれた。
注　tɔŋˆ thin：中空にいる〈玉帝〉という神に向けた祈願儀礼。ku´ kwaiˇ：心の悪い。ʦhuŋ：傷神という悪神。

045 一　年　三　百　六　十　日 十　月　不　求　八　月　求
jiet` nin faːm pɛʔ´ luəʔ` ʦiəp` ɲiət´ ʦiəp` ɲut` jaːm` cəuˆ pet´ ɲut` cəuˆ

一年は360日あるが，十月に子供を求めず，八月に求めてしまった。

【７丁裏】

046 八　月　求　花　上　身　内 五　月　浮　陽　敗　了　
pet´ ɲut` cəuˆ khwaː ʦaːŋ` siən nɔi`  m̥˜ ɲut` bjəuˆ jaːŋˆ paːi` liu˜ winˆ

八月に子供を求め，懐妊した。五月に生まれて家を滅ぼすことになった。
注　bjəuˆ jaːŋˆ：生まれる。

047 五　月　塲［傷］神　出　世　日 心　中　不　曉　怕　金　花
 m̥˜ ɲut` ʦhuŋ ʦiənˆ ʦhuət´ seiˇ ɲiət´  fi əm-twa jaːm` çiu´ ʣiəˇ ciəm khwaː

五月は傷神（娘のこと）の誕生日である。親は生まれたのが傷神であるとは心にも知らず，金花になる
だろうと期待した。
注　çiu´：知る。

048 當　家　現　花　弟［第］　一　朶 弟［第］　二　浮　来　难　当　金
tɔŋˆ caː çin` khwaː tai` jiet´ to˜  taiˆ ɲei` bjəuˆ taːiˆ naːnˆ tɔŋ ciəm

結婚して第一子を生んだ。第二子も生まれたが，芳しくない。
注　naːnˆ tɔŋˇ ciəm：金のようにはなりがたい，芳しくない。

049 洛［落］地　三　朝　真　是　念 真　心　廣　活［闊］　代［帯］劳　花
 lɔʔ` tei` faːm ʦiu ʦhiən ʦei˜ nim`  ʦhiən-fi əm caŋ´ ɟiət´ taːiˇ laːuˆ khwaː

出生して 3日経ち，親は子をいとおしむ。子を愛する心は広く，子供を連れて歩く。
注　lɔʔ` tei`：生まれ落ちる。ʦhiən-fiəm：愛する心。

吉野 : タイ北部のミエンにおける歌と歌謡語（6）
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050 卦［掛］　在　娘　身　怕　好　色 卦［掛］　在　遠　床　泪　献　𠴢
 kwaːˇ ʦɔiˇ ɲaːŋˆ siən ʣiəˇ khu´ set´  kwaːˇ ʦɔiˇ win˜-ʦɔŋˆ lwei` kwin siŋ

子供を背負うと好い様子に見えるだろう。ちょっと遠い床に寝かすと，泣き出してしまう。
注　kwin：声を出して泣く。

051 夫　妻　二　人　奈　心　代［帯］ 抛　慌　己［幾］　歩　代［帯］　花　児
 fəu-ʦhai ɲei` ɲiənˆ nɔi` fi əm taːiˇ beu hwa ːŋ ʦiəˇ pəu` taːiˇ khwaː ɲeiˆ

夫婦二人で心を尽くして連れ歩く。他の事は何事も放っておき，子供を連れ歩く。
注　beu hwaːŋ ʦiəˇ pəu`：何事も放っておく。

052 百　羕［様］　抛　慌　也　誰［随］便 抛　男　代［帯］　女　嫩　心　飢
pɛʔ´ jaŋ` beu hwaːŋ jaː` sweiˆ pin` beu naːmˆ taːiˇ ɲəu˜ nun` fi əm-cei

どのようなものでも放っておきそのままである。息子は置いておき，娘を連れ歩くと安心する。
注　sweiˆ pinˆ：好きなようにする。そのままにする。nunˋfiəm-cei：安心する。

【８丁表】

053 今　世　年　間　不　听　話 血　盆　刹［殺］　死　満　心　肌
ciəm seiˇ nin-ken jaːm` thiŋˇ waː` çut` punˆ sɛt´ fei´ miən˜ fi əm-cei

今は人の話を聞かない。生れたてのときに殺しておけば安心だった。
注　çutˋ punˆ（血盆）：胎盤。ここでは転じて出生直後の孩児のことを指す。

054 早　曉　能　諾　不　听　話 不　想　當　初　父　母　恩
ʣjəu´ çiu´ n̥aŋ´ nɔ jaːm` thiŋˇ waː` jaːm` faŋ´ tɔŋˆ ʦɔ puəʔˆ məu˜ en

以前そのように知っていたのだが，人の話を聞かなかった。以前は父母の恩を考えなかった。
注　n̥aŋ´  nɔ：このように，このような。

055 千　边［般］　苦　情　改　不　轉 己［幾］多　辛　苦　代［帯］　花　児
 ʦhin-piən khəu´ ʦiŋˆ kɔi´ jaːm` ʣuənˇ  ʦiəˇ tɔ fi əm-khəu´ taːiˇ khwaː ɲeiˆ

あらゆる子育ての苦労はそのまま返ってこない（報われない）。多くの苦労をして子供を連れ歩く。

056 五　月　 　捨　罪　逆　重 　来　天　底　打　冤　家
 m̥˜ ɲut` juŋ˜ siəʔ´ ʦwi˜ nip` ʦoŋ` juŋ˜ taːiˆ thin diəˆ taː´ winˆ caː

五月に娘を生むのは罪が重い。生まれ出ると，世の中に対立・紛争をもたらす。
注　siəʔ´：女子，娘。ʦwi˜ nip`：罪。taːˆ winˆ caː：対立する。紛争する。

057 天　罗　八　敗　随　身　去 不　以　行　鄕　重　変　人
thin lɔˆ pet´ paːi` ʣweiˆ siən chəuˇ jaːm` ji´ hɛŋˆ çaːŋ ʦoŋˆ penˇ ɲiənˆ

天羅八敗鬼はどこへ行ってもついてくる。何処へ行こうと何をしてもまともな人にはなれない。
注　thin lɔˆ pet´paːi`：「天羅八敗」（天の網を八回破る）という名の悪い鬼神。

058 踏　入　那　 　正　見　敗 不　怕　家　毫［豪］　重　敗　慌
dap´ piəʔ` l̥aːiˇ winˆ ʦiŋˇ kinˇ paːi` jaːm` ʣiəˇ caː hau´ ʦoŋˆ paːi` hwaːŋ

どのような家でも娘が入ると，家を傾かせてしまう。栄えた家も必ず衰えるだろう。
注　jaːm` ʣiəˇ：確かに，間違いなく，必ず。caː hauˆ：栄えた家。

059 不　重　 　娘　辛　苦　意 又　把　冤　家　対　面　相
jaːm` ʦoŋ` jiəˆ ɲaːŋˆ fi əm-khəu´ eiˇ jəu` paː´ winˆ caː tɔiˇ min` faːŋ

父母の苦労の意を重んじない。また，以前の敵対者同士（母と娘）を再び対面対立させる。
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【８丁裏】

060 番　瓜　路　龙　度　有　聡［種］ 後　歩　花　児　看　羕［様］　修
fanˆ kwaː ləu` lwaŋˆ təu` maːiˆ ʦwaŋ ho˜ pəu` khwaː ɲeiˆ khaːnˇ jaŋ` fjəu

瓜の蔓が伸び，探して種子を得る。後に親子の仲が悪いことが代々似てくる。
注　ləu` lwaŋˆ：蔓。ho˜ pəu`：後に，後で。

061 孫　世　良　心　分　一　羕［様］ 恩　情　抛　下　水　堆　慌
fun seiˇ laːŋˆ fi əm pun jiet´ jaŋ` en ʦiŋˆ beu ɟiə` swi thuiˆ hwaːŋ

孫の代になっても良心は同様になる。（しかし現状では）恩情を水に押し流し，捨ててしまった。

062 仔　世　良　心　使　醜　了 孫　世　良　心　分　便　歪
cwei´ seiˇ laːŋˆ fi əm saːi´ ʦhjəu´ liu˜ fun seiˇ laːŋˆ fi əm pun pin` wai´

子の代では良心は醜く使うようになってしまった。孫の代には良心は歪んだものが与えられた。

063 謂［爲］頼 女 花 作 洛 癱［落 難］ 正　来　寿　寡　能　諾　愁
 wei` laːiˇ ɲəu˜ khwaː ʦuʔ´ lɔʔ` naːn`  ʦiŋˇ-taːiˆ sjəu` kwaː´ n̥aŋ´ nɔ ʣauˆ

何故なら，娘が困難を起こして父が死んだから。（母親が）一人だけ年を取るのは悲しいだろう。
注　wei` laːiˇ：なぜなら～だから。

064 無　人　養　捨　能　諾　毒 苗　丹　養　捨　吃　 　娘
məu` ɲiənˆ juŋ˜ siəʔ´ n̥aŋ´ nɔ toʔ` miu` taːn juŋ˜ siəʔ´ khiʔ´ jiəˆ ɲaːŋˆ

このように毒のような娘を産んだのは他には誰もいない。私が産んだ娘が父母を食ってしまう。
注　miu` taːn：｟歌謡語｠本来男性の一人称単数代名詞だが，ここでは母親が自分のことを指している。

065 人　家　養　捨　成　林　杵 五　月　紅　花　改　変　男
ɲiənˆ caː juŋ˜ siəʔ´ ʦjaŋˆ liəmˆ ʦəu`  m̥˜ ɲut´ hoŋˆ khwaː kɔi´ penˇ naːmˆ

一般に人の家では娘を生むと良く育つ。普通は五月の娘は胎内にいるときに男性に変わる。
注　ʦjaŋˆ liəmˆ ʦəu`：林が茂る。転じて，よく育つ，立派に育つの意味。

066 一　又　紅　花　不　変　尽 二　味［爲］　男　龙　悪　毒　人
jet´ jəu` hoŋˆ khwaː jaːm` penˇ ʦiən˜ ɲei` wei` naːmˆ lwaŋˆ ɔʔ´ toʔ` ɲiənˆ

一つには娘がよろしくない。二つ目には，婿が毒悪な人であった。
注　jaːm` penˇ：よろしくない。naːmˆ lwaŋˆ：婿。

【９丁表】

067 見　人　招　郎　来　賜　屋 苗　丹　招　得　敗　家　
kinˇ ɲiənˆ ʦiu laːŋˆ taːiˆ ʦheiˇ oʔ´ miuˆ taːn ʦiu tuʔ´ paːi` caː winˆ

見たところ，他の人々は婿を招いて家を与えている。一方，私（母）は婿を招き入れて家を潰した。

068 招　作　重　喪　吾　高　拐 呪　作　人　丁　敗　空　
ʦiu ʦuʔ` doŋˆ fɔŋ mˆ ku´ kwaːi´ ʦjəuˇ ʦuʔ` ɲiənˆ tiŋ paːi` kuŋˇ winˆ

婿を招いたが「重喪」日のように良くない吾高鬼で，家の物を外に持ち出してしまう。人を罵り，それ
によって人が死に，家が空になった。
注　kwaːi´：持ち出す。ʦjəuˇ：罵る。

069 招　作　邪　師　天　瘟　氣 入　作　家　 　悃［困］　屋　慌
ʦiu ʦuʔ` ʦiəˆ sai thin wuən chiəˇ piəʔ` ʦuʔ` caː winˆ khuənˇ oʔ´ hwaːŋ

悪心の人を婿に招き，天の瘟気を招き入れてしまった。入婿して家の人々を困らせ，物を無くさせる。
注　ʦiəˆ sai：心の悪い人。hwaːŋ：空っぽ。

吉野 : タイ北部のミエンにおける歌と歌謡語（6）
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070 養　得　天　羅　八　敗　女 慌　々　洛［落］　屋　出　冤　家
juŋ˜ tuʔ´ thin lɔˆ pet´ paːi` ɲəu˜ hwaːŋ hwaːŋ lɔʔ` oʔ´ ʦhuət´ winˆ caː

天羅八敗鬼のような娘を産んでしまった。寒々しくこの家に生まれてきて，喧嘩が生じる。
注　lɔʔ` oʔ´：この家に生まれ落ちる。

071 黄　金　泡　銅　哄　世　上 塲［傷］　鬼　纒　連　不　変　神
jaːŋˆ ciəm pheuˇ toŋˆ hwaːŋ´ seiˇ ʦaːŋ`  ʦhuŋ kweiˆ ʣen` linˆ jaːm` penˇ ʦiənˆ

金と銅を合金して世間を欺くようなものだ。傷鬼は（娘とその夫に）絡まりついて善い神には変わらない。
注　pheuˇ：混ぜる，混ぜ合わせる。hwaːŋ´：騙す。kweiˆ：ミエン口語では，神も鬼神（精霊）もいずれもmiən´であ
るが，ここでは悪しき「鬼」kweiˆと善き「神」ʦiənˆを区別している。

072 慌　罗　八　敗　飛　天　底 五　月　内　中　又　托　生
hwaːŋ lɔˆ pet´ paːi` bwei thin-diəˆ  m̥˜ ɲut` nɔi` twaŋ jəu` thɔʔ´ sɛŋ

天網八敗鬼が世間を飛んで，五月中に托生した。

073 托　落　那　 　定　不　好 年　後　定　然　奏　敗　
thɔʔ´ lɔʔ` l̥aːiˇ winˆ tiŋ` jaːm` khu´  nin-ho˜ tiŋ` jienˆ ʦaːu` paːi` winˆ

どの家に托生しても必ず良くない。後に必ず家を潰し尽くす。
注　tiŋˋjienˆ：かならず。

【９丁裏】

074 細　年　之　時　当　金　保［符］ 留　来　三　戒　度　紅　花
faiˇ nin ʦi ʦeiˆ tɔŋˆ ciəm puˆ ljəuˆ taːiˆ faːm caːiˇ təu` hoŋˆ khwaː

子供が小さいときには金の仏像のように扱った。（母が）家にいて，娘に度戒を受けさせた。
注　ciəm puˆ：金の仏像。faːm caːiˇ（三戒）：度戒という，ミエンの位階儀礼の第二段階を指す。普通は，夫婦か，未

婚の男性個人で受礼するのであるが，ここでは娘が未婚の段階で儀礼を受けさせたことになっている。

075 不　曉　留　来　敗　 　底 敗　了　家　廷［庭］　改　不　回
jaːmˋ çiuˊ ljəuˆ taːiˆ paːiˋ winˆ diəˊ paːiˋ liu˜ caː tiŋˆ kɔiˊ jaːmˋ wuiˆ

家にいて家が潰れることになろうとは知らなかった。家が潰れてしまうと，元に戻すことはできない。

076 黄　八　托　生　哄　苗　代［帯］ 辛　苦　己［幾］ 多 不 只［値］ 銭
jaːŋ pet´ thɔʔ´ sɛŋ hwaːŋ´ miuˆ taːiˇ  fi əm-khəu´ ʦiəˇ tɔ jaːm` ʦiˋ ʦiən

天網八敗鬼が托生してきて私を欺いて引きずり回した。父母の苦労は多く，金銭には換えられない。
注　ʦi` ʦiən：金銭に換える。

077 不　重〔父↓車〕娘　辛　苦　代［帯］ 由　天　分　断　慢　思　量
jaːm` ʦoŋ` tiəˆ ɲaːŋˆ fi əm-khəu´ taːiˇ jəuˆ thin pun tunˇ man` fei-laːŋˆ

（娘は）父母が子供を連れ歩いた苦労を重んじない。天によって判断し，徐々に知ることとなる。
注　pun tunˇ（分断）：判断。

078 誰［随］　便　太　陽　大　眼　看 夜　里　太　陰　也　得　知
 sweiˆ pin` thaːiˇ jaːŋˆ taːiˋ ɲin˜ khaːnˇ jiəˇ lei˜ thaːiˇ jiem jaːˋ tuʔˊ pei

（昼は）太陽の大眼にしたがって見る。夜には月も知っている。

079 五　道　塲［傷］　神　偸　入　屋 嚇　作　家　先　都　走　慌
 m̥˜ to˜ ʦhuŋ ʦiənˆ thəu piəʔ` oʔ´ hɛʔ´ ʦuʔ` caː fi n sjaŋˇ pjauˇ hwaːŋ

五道傷神はこっそり家に入る。その家の先祖（家先）を脅して皆逃げ出させる。
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080 草　皇　家　兵　扎［剳］　作　屋 　中　大　小　被　時　亐
 ʦhaːuˆ huŋˆ caː pɛŋ ʦɛp´ ʦuʔ` oʔ´ winˆ twaŋ taːi` fi u´ pei` siˆ khwei

（恰も）悪しき為政者の私兵が家の中にいて，家中の人々が何でも奪われるようなものだ。
注　ʦhaːuˆ huŋˆ：悪い為政者（王や，大臣，県知事，郡長，村長など）。caː´ pɛŋ：正式の兵隊でない私兵。ʦɛp´一時的

に住む。taːi` fiuˆ：大人と小人，転じて人々。「老若男女」。pei` siˆ：何でも～される。時は宛字。khwei：奪う。

【10丁表】

081 人　屋　出　官　又　出　職 苗　丹　家　里　出　妖　精
ɲiənˆ oʔ´ ʦhuət´ cuən jəu` ʦhuət´ ʦeʔ´ miuˆ taːn caː lei˜ ʦhuət´ jau ʦiŋ

人の家では官人や名を成した者を出しているが，私の家では怪物を出してしまった。

082 今　世　女　花　悪　过　姐 後　世　托　生　定　犬　兒
ciəm seiˇ ɲəu˜ khwaː ɔʔ´ ciəˇ ʦiə´ ho˜ seiˇ thɔʔ´ sɛŋ tiŋ` chun´-ɲeiˆ

現在，娘は母親より悪い。次の転生先では，必ず犬に生まれ変わるだろう。

083 上　界　天　星　也　得　見 不　以　托　生　重　轉　陽
ʦaːŋ` caːiˇ thin fi ŋ jaː` tuʔ´ kinˇ jaːm` ji´ thɔʔ´ sɛŋ ʦoŋˆ ʣuənˇ jaːŋˆ

天界の星も見ている。再び人として転生することはできない。
注　ʣuənˇ jaːŋˆ：人として転生する。

084 今　世　有　名　打　冤　枉 陰　府　衙　門　卦　歩　斉
ciem seiˇ maːiˆ miŋˆ taː´ win-waŋ´  jiəm-fəu ɲaːˆ muənˆ kwaːˇ pəu` ʣɔiˆ

現在有名となったこの紛争は，陰府の門前では悪業の借用書が揃ってしまっている。
注　kwaːˇ pəu`：借用書。

085 面　皮　廣　活［闊］　影　天　底 架　下　銅　刀　定　罪　深
min` hɔ` caːŋ´ ɟiət´ ɛŋ´ thin-diəˆ caːˇ ɟiə` toŋˆ to tiŋ` ʦwi˜ siəm

娘の顔は天下に広く知れ渡っている。地獄では罪深いことが決っている。
注　caːˇ ɟiə`toŋˆ to：地獄。

086 黄　河　水　面　也　难　过 生　作　犬　児　牛　馬　屍
jaːŋˆ hɔˆ swi´ min` jaː` naːnˆ ciəˇ sɛŋ ʦuʔ` chun´-ɲeiˆ ŋɔŋˆ maː˜ sei

黄河の水面もまた渡りがたい。転生して，犬か牛馬の身となる。
注　sei：身体，死体。

087 不　以　托　生　出　世　上 変　成　陰〔口→養〕　現　𠴢　言
jaːm` ji´ thɔʔ´ sɛŋ ʦhuət´ seiˇ ʦaːŋ` penˇ ʦjaŋˆ jiəm-jaːŋ´ çin` siŋ ŋinˆ

この世には転生できない。鬼となって遠吠えのように叫ぶだけである。
注　jiəm-jaːŋˊ：鬼。精霊。

【10丁裏】

088 轉　世　歩　头　代［帯］塲［傷］　死 不　会　托　生　二　世　修
ʣuənˇ seiˇ pəu` tauˆ taːiˇ ʦhuŋ fei´ jaːm` wui` thɔʔ´ sɛŋ ɲei seiˇ fjəu

転生しても，その時に事故に遭って死んでしまう。二世に亘って再生 することはできない。
注　taːiˇ ʦhuŋ：事故に遭う。

089 從　小　未　曾　見　大　怪 女　花　餓〔革→老〕　返［反］　家　
ʦoŋˆ fi u´ mei` kɛŋˆ kinˇ taːi` kwaiˇ ɲəu khwaː ŋɔ` goˇ faːn´ caː winˆ

未だ曽て小さな物から大きな怪事が生じるのを見たことがない。娘は夫を得ず，家を潰した。
注　ŋɔ`：～を欠く，～がない。goˇ：夫。

吉野 : タイ北部のミエンにおける歌と歌謡語（6）
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090 同［等］ 能 皇 兵 反 灲［州］ 府 同［等］ 能 発 浪 反 猛 
 doŋ` n̥aŋ´ huŋˆ pɛŋ faːn´ ʦjəu fəu´  doŋ` n̥aŋ´ faːt´ laːŋ` faːn´ muŋ´ loŋ

恰も政府の兵が反乱を起こしたようだ。また，恰もルアンパバーンを白人が攻撃したようだ。
注　faːtˊ laːŋ`：タイ語の farang（白人）の音訳。muŋˊ loŋ（猛 ）：ラオスのMueang Luang Pabang（ルアンパバーン府）

の音訳。

091 女　花　反　 　不　清　草 皇　兵　奏　反　不　平　安
ɲəu˜ khwaː faːn´ winˆ jaːm` ʦhiŋ-ʦho´ huŋˆ pɛŋ ʦaːu`-faːn´ jaːm` pɛŋˆ ɔn

娘が家に反しても，全て精算したわけではない。政府の兵が反乱して，平安が訪れないようなものだ。
注　ʦhiŋ- ʦho´：清算する。

092 　娘　教　言　不　听　話 生　作　犬　児　牛　馬　屍
jiəˆ ɲaːŋˆ ʣjaːuˇ ŋinˆ jaːm` thiŋˇ waː` sɛŋ ʦuʔ` chun´- ɲeiˆ goŋˆ ma˜ sei

父母は教えるのだが，娘はその話を聞こうとしない。死後転生するのは，犬か牛馬の身である。

093 月　落　西　天　尋　 〔革→老〕 　里　有　工　不　見　修
ɲut` lɔʔ` fai-thin ʦiəmˆ lɔ˜ goˇ winˆ lei˜ maːiˆ koŋ jaːm` kinˇ fjəu

日が西に落ちても夫を探す。家の中に仕事が沢山あるが，やるのを見たことがない。
注　ɲut`：ここの「月」は「太陽」を表す。

094 千　边［般］　教　言　不　听　姐 天　地　不　番［翻］　左　不　依
 ʦhin-piən ʣjaːuˇ ŋinˆ jaːm` thiŋˇ ʦiə´ thin tei` jaːm` faːn´ ʦo´ jaːm` ei
通常の教えを説くが，母の言葉を聞こうとしない。天地がひっくり返らないように頑固に従わない。
注　jaːmˋei：従わない。

【11丁表】

095 天　知　地　明　出　冤　枉 父　母　打　冤　面　不　光
thin pei tei` meŋˆ ʦhuət´ win waŋ´  puəʔ` məu˜  taː´ win min` jaːm` ɟaŋ

天も地も悪いことが出てくる事を知っている。父母は喧嘩して顔色が悪い。

096 反　敗　娘　 　又　誰　便 得　夫　配　起　好　歓　遊
faːn´ paːi` ɲaːŋˆ winˆ jəu` sweiˆ pin` tuʔ´ fəu phuiˇ khiʔ´ khu´ ɟuən-jəuˆ

母の家を混乱させてそのままである。娘は夫を得て嬉しいだろうと（父母が）言う。

097 但　煩　二　人　得　供［共］　世 逽　然　不　听　姐　娘　言
taːnˆ faːnˆ ɲei` ɲiənˆ tuʔ´ cwaŋ seiˇ jəu` jienˆ jaːm` thiŋˇ ʦiə´-ɲaːŋ` ŋinˆ

もしそうなら，二人とも世を共にする相手を得る。どのようにしても，父母の言葉を聞かない。
注　taːnˆ faːnˆ（但煩）：もしそのようであれば。jəu` jenˆ：どのように。

098 听　得　姐　娘 　梱［困］　世　老 怕　得　無　双　睡　不　安
thiŋˇ tuʔˊ ʦiəˊ-ɲaːŋˆ khwənˇ seiˇ lo˜ ʣiəˇ tuʔˊ məuˋ sɔŋ ʦweiˆ jaːmˋ ɔn

（娘の言うには）父母の言うことを聞いていると，夫無く年老いてしまう。もし，夫がいなければ，一
人で寝ても安眠できない。
注　ʦiəˆ ɲaːŋˆ：父母。

099 不　得　成　双　低　不　杵 愿　領　捉　銭　來　換　夫
jaːm` tuʔ´ ʦiəŋˆ sɔŋ tiəˆ jaːm` ʦəu` ɲuŋ` leŋ˜ ʦɔʔ´ ʦinˆ taːiˆ jien` fəu

（母の言うに）もし夫婦にならなければ女陰が寂しい。（娘は）銭を持ってきて，夫を買う事を望む。
注　tiəˆ：女陰。
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100 今　世　造　書　傅［傳］　报　衆 世　上　人　多　替　則［測］　書
ciəm seiˇ ʦəuˇ səu ʦunˆ buəˇ ʦwaŋˇ  seiˇ ʦaːŋ` ɲiənˆ tɔ theiˇ ʣaʔ´ səu

（母は）今，歌を書いて娘の悪事を人々に伝えた。世の中の多くの人が歌の内容に賛同した。
注　səu：一般には文書の意味であるが，ここでは歌を指す。theiˇ ʣaʔ´：支持する，同意する。

101 何　曾　秀　得　心　肌　満 能　那　訴　來　心　正　干
hɔʔ` ʣaŋˆ fjəuˇ tuʔ´ fi əm cei miən˜ n̥aŋ´ l̥aːiˇ suˇ taːiˆ fi əm ʦiŋˇ gaːi

どのようにして満足が得られようか。どのようにして話したら心が晴れるだろうか。
注　gaːi：心が晴れる。

【11丁裏】

102 訴　並　朝　中　前　人　听 〔扌→宅〕男 代［帯］ 女 則［測］ 苗 書
suˇ pin´ ʦiuˆ twaŋ ʦinˆ ɲienˆ thiŋˇ  tɔˆ naːmˆ taːiˇ ɲəu˜ ʣaʔ´ miuˆ səu

国中の老人に話して聞いてもらう。子供を連れた人々も私の歌のことを考えてくれる。
注　ʦinˆ ɲenˆ：老人。tɔˆ naːmˆ taːiˇ ɲəu˜：「男児を連れている。女児を連れている。」転じて「子供を連れた人々」。

103 五　月　養　得　紅　花　子 定　了　陰　陽　慢　代　花
 m̥˜ ɲut` juŋ˜ tuʔ´ hoŋˆ khwaː ʦai´ tiŋ` liu˜ jiəm jaːŋˆ man` taːiˇ khwaː

（母の歌に曰く）五月に娘を産んだ。陰陽が定まって，後に娘となる。

104 若　还　求　簽　得　上　卦 細　慢　代［帯］　労　世　上　修
jəu` waːnˆ cəuˆ ʦhim tuʔ´ ʦaːŋ` kwaːˇ faiˇ maːn` taːiˇ laːuˆ seiˇ ʦaːŋ` fjəu

（母）もし占いで好い卦が出たら，徐に子供を連れて世の中を歩く。
注　faiˇ maːn`：徐々に。

105 若　还　求　簽　得　下　卦 抛　下　火　堂　把　火　焼
jəu` waːnˆ cəuˆ ʦhim tuʔ´ haː` kwaːˇ beu ɟiə` chiə´-tɔŋˆ paː´ chiə´ siu

（母）もし占いで悪い卦が出たら，焚火にくべて燃やしてしまう。
注　chiə´-tɔŋˆ：焚火。

106 代［帯］　上　清［青］山　俵　虎　吃 免　煩　伏　代［帯］　操　心　愁
 taːiˇ ʦaːŋ` ʦhiŋ-sen piuˇ həu´ khiʔ´ miən˜ faːnˆ  puəʔ` taːiˇ ʦhoˇ fi əm ʣauˆ

（母）子どもを連れて山に登り，虎に食わせる。これで，子どもを抱いたり連れて歩くのが煩わしく心
が憂鬱になるのを免れる。
注　piuˇ：与える。

107 血　盆　内　中　趕　早　刹［殺］ 不　留　花　骨　葬　山　头
 çut´ punˆ nɔi` twaŋ kaːn´ ʣjəu´ set´ jaːm` liu˜ khwaː kuət´ ʦaŋˇ sen-tauˆ

生れたてに早く殺してしまうに限る。子供の骨はなく，山中に葬る。
注　kaːn´：急いで。jaːm`liu˜ khwaː kuət´：生まれたばかりの孩児には骨がないと考えられている。

108 那　人　無　心　刹［殺］　得　死 抛　下　江　灘　水　湯　休
l̥aːiˇ ɲienˆ məu` fi əm set´ tuʔ´ fei´ beu ɟiə` kɔŋ-thaːn swi´ thɔŋˇ həu

どんな人が訳もなく子どもを殺そうとするだろうか。（自ら手を下さず）河に捨て，水に流し去るまま
にする。
注　koŋˆ（江）この字は原文では湯の後に書かれていたが，筆記者本人がここに入るべきであったとしているので，

改めた。thɔŋˇ：流す。həu：去る。

吉野 : タイ北部のミエンにおける歌と歌謡語（6）
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【12丁表】

109 不　早　刹［殺］　前　帯　長　大 敗　朝　刹［殺］　葬　不　成　家
jaːm` ʣjəu´ set´ ʦinˆ taːiˇ ʦjaŋˆ taːi` paːi` ʦiuˆ set´ ʦaŋˇ jaːm` ʦjaŋˆ caː

しかし，（娘は）殺す前に大きくなってしまった。村をだめにして，家のあらゆることをだめにする。
注　ʦiuˆ：本来は「国家」の意味であるが，歌では誇張表現により「村」を意味する。set´ ʦaŋˇ：悪くする。

110 一　敗　家　中 　吃　娘　姐 二　敗　郷　連　呑　空　
jet´ paːi` caː twaŋ khiʔ´ ɲaːŋˆ ʦiə´ ɲei` paːi` çaːŋ linˆ thaːm khuŋˇ winˆ

第一に，家内で父母を食べてしまう。第二に，村中の家のものを食べ尽くし，空にしてしまう。
注　çaːŋ linˆ（鄕蓮）：村の人々。

111 若　还　有　眼　望　得　見 免　把　花　兒　上　孬［歪］　身
jəu` waːnˆ maːiˆ ɲin˜ moŋ` tuʔ´ kinˇ miən˜ paː´ khwaː ɲeiˆ ʦaːŋ` waːi` siən

もし，慧眼を備えて良く見えていたら，間違って娘を身ごもることはなかった。
注　miənˇ paː´：～することはない。

112 上　孬［歪］　身　屍　改　不　轉 落　下　地　中　赶　刹［殺］　前
ʦaːŋ` waːi` siən sei kɔi´ jaːm` ʣuənˇ lɔʔ` ɟiə` tei` twaŋ kaːn´ set´ ʦinˆ

（母曰く）間違って身籠もってしまったが，元に戻すことはできない。生まれ落ちたらまず即座に殺す。
注　siən sei：身体。kaːn´：すぐに，急いで。

113 若　还　細　年　望　得　見 抛　下　清［青］山　留　虎　呑
jəu` waːnˆ faiˇ nin moŋ` tuʔ´ kinˇ  beu ɟiə` ʦhiŋ´-sen liu˜ həu´ thaːm

（母曰く）もし，小さいときに将来に期待したとしても，山に捨てて虎に食べさせる。

114 早　曉　女　花　心　不　変 送　行　猛　上　替　當　兵
ʣjəu´ çiu´ ɲəu˜ khwaː fi əm jaːm` penˇ fuŋˇ hɛŋˆ muŋ´ ʦaːŋ` theiˇ tɔŋ pɛŋ

（母曰く）以前，娘の心が悪いことを知っていたら，町（ムアン）へ送って，兵に与えていた。
注　muŋ´：タイ語のmueang（ムアン。町，くに）の音訳。

115 五　月　女　花　不　砌［置］　屋 敗 了〔父↓車〕［ ］〔女→卜〕［娘］ 家 里 慌
 m̥˜ ɲut` ɲəu˜ khwaː jaːm` ʦheiˇ oʔ´  paːi` liu˜ jiəˆ-ɲaːŋˆ caː lei˜ hwaŋ

（母曰く）五月生まれの娘は家の中のを散らかしっぱなしにする。父母の家を乱してしまう。

【12丁裏】

116 牛　馬　出　生　訴　不　尽 做　有　己［幾］　吊［條］　痛　心　肌
goŋˆ maː˜ ʦhuət´ sɛŋ suˇ jaːm` ʦiən˜ ʦəuˇ maːiˆ ʦiəˇ tiuˆ thoŋˇ fi əm cei

牛や馬は生まれてきても話せない。色々な物を作っても，心は痛む。

117 陰 貢［工］ 不 政［正］ 罪 逆 大 功　徳　不　有　不　寿　源
 jiəm-koŋ jaːm` ʦiŋˇ ʦwi˜ nip` taːi`  koŋ-taʔ´ jaːm` maːiˆ jaːm` sjəu` ɲuənˆ

人知れず悪いことを行ったら，罪は大きい。功徳がなければ寿命も短い。
注　sjəu` ɲuənˆ：寿命の長さ。

118 不　望　野　鶏　尚　神　聖 不　望　烏　亀　杵　上　飛
jaːm` moŋ` çiəˆ cei siəŋˇ ʦiənˆ siŋˇ jaːm` moŋ` oʔ´-kwei ʦəu` ʦaːŋ` bwei

野鶏が神を祀るのは見たこともない。亀が木に登って飛ぶのも思いもつかない。
注　moŋˋ：想いをいたす，考えが及ぶ。
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119 不　望　野　狸　來　入　赦 不　望　紅　銅　來　作　金
jaːm` moŋ` çiəˆ leiˆ taːiˆ piəʔ` siəˇ jaːm` moŋ` hoŋˆ toŋˆ taːiˆ ʦəuˇ ciəm

野狸が入婿するのも考えつかない。銅が金になるのも思いつかない。

120 不　望　滕幸［籐辛］　做　肉　吃 不　望　男　龍　収　浅［賤］　屍
jaːm` moŋ` daːŋˆ fi m ʦəuˇ ɲuəʔ` khiʔ´ jaːm` moŋ` naːmˆ lwaŋˆ sjəu ʦin` sei´

籐の実が食肉になるのも考えもつかない。招婿して自分たちの葬儀をしてもらうことも思い及ばない。
注　daːŋˆ fim（籐辛）：籐の実。sjəu sei´：葬る。

121 女　花　守　 　能　暗　路 當　能　秋　間　雲　務［霧］　飛
ɲəu˜ khwaː sjəu´ winˆ n̥aŋ´ omˇ ləu` tɔŋ n̥aŋ´ ʦhiəu-ken ɲunˆ məu` bwei

（母曰く）五月生まれの娘が家を守るのは暗路を行くようなものだ。秋季に雲霧が飛ぶ（雨が多い）よ
うなものである。
注　ɲunˆ məu` bwei：雨が多い。

122 𠴢　々　句　々　不　伏　管 女　花　開　口　能　雷　𠴢
siŋ siŋ cəuˇ cəuˇ jaːm` puəʔ` kunˆ ɲəu˜ khwaː khɔi khəu´ n̥aŋ´ lweiˆ siŋ

（母曰く）父母が言っても聞こうとしない。（逆に）娘が口を開くと雷の音のようだ。
注　jaːm` puə`：～を好まない，～したがらない。

【13丁表】

123 不　是　姐　娘　生　身　世 便　是　天　仙　洛［落］　下　凡
jaːm` ʦei˜ ʦiə´-ɲaːŋˆ sɛŋ-siən seiˇ pin ʦei˜ thin-fi n lɔʔ` ɟiə` paːmˆ

（母曰く）この娘は父母が この世で生んだ身ではない。天仙がこの世に落ちてきてできたものだ。
注　siən seiˇ（身世）：この世の身体。paːmˆ（凡）：この世。「凡間」の略。

124 天　地　生　身　在　世　上 地　土　生　身　不　能　諾
 thin-tei` sɛŋ-siən ʦɔiˇ seiˇ ʦaːŋ` tei` thəu´ sɛŋ-siən jaːm` n̥aŋ´ nɔ

天地が生んだ身はこの世にある。地から生まれた身はそのようではない。

125 　娘　伏　乃　也　痛［通］念 許　娘　伏　乃　能　諾　㐫
jiəˆ ɲaːŋˆ puəʔ` naiˇ jaː` thoŋˇ nim` həu´ ɲaːŋˆ puəʔˇ naiˇ n̥aŋ´ nɔ çwaŋ

父母が子どもを抱いて乳を飲ませるのは子を愛する故であるが，（娘は）母が授乳したことが悪いこと
だったと罵った。
注　puə`naiˇ：抱いて乳を飲ませる。həuˆ：罵る。

126 不　是　前　初　親　男　女 別　國　妖　精　來　走　胎
jaːm` ʦei˜ ʦinˆ ʦhɔ ʦiən naːmˆ ɲəu˜ peʔ` kuəʔ´ jau ʦiŋ taːiˆ pjauˇ thɔi

これは，以前に生んだ子ではない。他国の怪物が入胎したのだ。

127 本　壇　家　先　不　做　主 外　里　塲［傷］神　正　変　胎
puənˆ taːnˆ caː fi n jaːm` ʦəuˇ ʦjəu´ niəˆ lei˜ ʦhuŋ ʦiənˆ ʦiŋˇ penˇ thɔi ̄

我々の家の祖先が主とならず，外の傷神が入胎した。

128 女　花　寿［守］　 　難　造　古 不　是　曉　明　難　造　章
ɲəu˜ khwaː sjəu´ winˆ naːnˆ ʦəuˇ kəu´ jaːm` ʦei˜ çiu´ meŋˆ naːnˆ ʦəuˇ ʦaːŋ

娘は家にいるが，故事歌をつくるのは難しい。知り得たことを歌にするのが難しいわけではない。

吉野 : タイ北部のミエンにおける歌と歌謡語（6）
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129 造　不　尽 有　紙　無　文　造　不　斉
ʦəuˇ jaːm` ʦiən˜ maːiˆ ʦei´ məu` wuənˆ ʦəuˇ jaːm` ʣɔiˆ

述べ尽くせない。紙があっても文案がなければ書けない。

【13丁裏】

130 代　筆　之　人　思　尽　意 執　筆　思　情　肚　里　難
taːiˇ pat´ ʦi ɲienˆ fei ʦiən˜ eiˇ ʦiəp´ pat´ fei ʦiŋˆ təu´ lei˜ naːnˆ

代筆の人は思いが尽きる。執筆しても，考えが腑に落ちるのは難しい。

131 造　書　不　奈　訴　人　意 浅［賤］　人　難　訴　貴　人　衍
ʦəuˇ səu jaːm` nɔi` suˇ ɲienˆ eiˇ  ʦin` ɲienˆ naːnˆ suˇ kweiˇ ɲienˆ hɔŋˆ

歌を書くのは人にこの事情を伝えたいというわけではない。賤人が貴人の格の人に語るのは難しい。
注　hɔŋˆ：格，段階，ランク。

132 自　肝　本　心　無　人　造 己［幾］　任　醜　蚕［賤］　人　不　知
ʦei` kanˆ puən´-sin məu` ɲienˆ ʦəuˇ  ʦiəˇ jiem` ʦhiəu´ ʦaːn` ɲienˆ jaːm` pei ̄

私の本心は他の人は語れない。色々なランクの人がいるが，ランクがもっとも下の人のことは誰も知ら
ない。
注　ʦei` kanˆ：私自身，自分。

133 闌　浅［賤］　身　屍　訴　人　意 哽　比　人　家　闌　浅［賤］　屍
laːnˆ ʦin` siən-sei´ suˇ ɲienˆ eiˇ kəŋˇ piˆ ɲienˆ caː laːnˆ ʦin` sei

賤しい身の私が，五月娘の悪い状態のことを人に伝えると，それは恰も人と私を比べているようなものだ。
注　kəŋˇ piˆ：悪く喩える。laːnˆ：①人の類別詞，～人。②忌避する，妨げる。laːnˆ ʦinˆ：賤しい人。

134 造　书　不　見　前　後　路 不　管　人　家　限［恨］　肚　庄
ʦəuˇ səu jaːm` kinˇ ʦinˆ ho˜ ləu` jaːm` kunˆ ɲienˆ caː han` təu´ ʣɔŋ

歌を書くときには結果が分からない。人々の恨みの心情は考えも及ばない。
注　səu：一般には文書の意味であるが，ここでは歌を指す。jaːm` kunˆ：考えない。ʣɔŋ：嫌う，遠ざける。

135 造　书　之　時　欠　烟　吃 烟　引　発　來　政［正］　造　書
ʦəuˇ səu ʦi ʦeiˆ chiemˇ in khiʔ´  in jiən˜ fat´ taːiˆ ʦiŋˇ ʦəuˇ səu

歌を書くときには阿片が必要である。阿片を吸うと歌が書ける。
注　chemˇ：～を欠く，～が必要である。in：阿片。

136 替　人　造　书　薄　烟　吃 个　把　烟　據　度　过　秋
theiˇ ɲienˆ ʦəuˇ səu piət´ in khiʔ´ kɔˇ paː´ in ʦaː təu` ciəˇ ʦhəu

他の人に歌を書いてもらい，その人は阿片を受け取る。幾つかの阿片の包みが時を過ぎてゆく。
注　piət´：賃金を稼ぐ，謝金を受け取る。inˆ ʦaː：阿片の包み。

【14丁表】

137 得　飲　不　管　人　断　意 造　出　書　中　天　底　知
tuʔ´ jiem´ jaːm` kunˆ ɲienˆ tunˇ eiˇ ʦəuˇ ʦhuət´ səu twaŋ thin diəˆ pei

阿片を吸えば，他人から交際を絶たれることは恐れなくて済む。歌を書けば天下の人々が知る。
注　tunˇ eiˇ（断意）：交際を絶とうとする意思。

138 並　報　灲［州］廷　成　妻　対 八　月　内　中　莫　供［共］　床
pin´ buəˇ ʦjəu-tiŋˆ ʦiəŋˆ ʦhai tɔiˇ pet´ ɲut` nɔi` twaŋ iˇ cwaŋ` ʦɔŋˆ

国中の人々に伝える。夫婦になったら，八月は同床しないことだ。
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139 味［爲］　作　自　肝　生　得　浅［賤］ 夫　妻　兩　杏　供［共］　床　卜［敷］
 wei` ʦuʔ` ʦei` kanˆ sɛŋ tuʔ´ ʦaːn`  fəu-ʦhai ljaŋ` çiŋˇ cwaŋ` ʦɔŋˆ phəu

私は生まれが賤しいから，夫婦二人で同床した。
注　wei` ʦuʔ`：～だから。sɛŋ：再生する。

140 夫　妻　二　人　低　不　杵 八　月　投　胎　五　月　生
 fəu-ʦhai ɲei` ɲienˆ tiəˆ jaːm` ʦəu` pet´ ɲut` daːuˆ thɔi m̥˜ ɲut` sɛŋ

でも，夫婦二人は性交しない。八月に受胎すれば五月に生まれるからだ。

141 當　初　不　曉　深　情　事 夫　妻　不　曉　正　投　胎
tɔŋˆ ʦhɔ jaːm` çiu´ siəm ʦiŋˆ ʣai`  fəu-ʦhai jaːm` çiu´ ʦiŋˇ daːu` thɔi ̄

以前は深い事情を知らなかった。夫妻は正しい受胎法を知らなかった。

142 五　月　開　花　怕　変　宝 不　曉　能　諾　操　敗　
 m̥˜ ɲut` gɔi khwaː ʣiəˇ penˇ pu´ jaːm` çiu´ n̥aŋˆ nɔ ʦhoˇ paːi` winˆ

五月に出生して宝になると期待するが，家を潰すことになるとは知らなかった。

143 世　間　曉　得　深　情　路 投　人　造　意　廣　傅［傳］　郷
seiˇ ken çiu´ tuʔ´ siəm ʦiŋˆ ləu` daːu` ɲienˆ ʦəuˇ eiˇ caŋ´ ʦunˆ çaːŋ

今，世間の人々は深い事情を知った。人に文書を書かせて天下に知らせた。

【14丁裏】

144 八　月　内　中　分　散　代［對］ 夫　妻　想　死　莫　投　胎
pet´ ɲut` nɔi` twaŋ pun ʣaːŋˇ tɔi`  fəu-ʦhai faŋ´ fei´ iˇ daːu` thɔi

八月中は夫婦は離れているべきである。夫婦は死を思えば，受胎してはならない。

145 想　愛　投　胎　正　二　月 年　後　正　來　得　好　
faŋ´ ɔiˇ daːu` thɔi ʦiŋˇ ɲiei` ɲut` ninˆ ho˜ ʦiŋˇ taːiˆ tuʔ´ khu´ winˆ

愛し合って受胎するのは正月か二月である。後に良い家を得ることができるだろう。

146 若　还　夫　妻　不　断　睡 八　月　投　胎　五　月　花
jəu` waːnˆ fəu-ʦhai jaːm` tunˇ ʦwei` pet´ ɲut` daːu` thɔi m̥˜ ɲut` khwaː

もし夫婦が（八月に）同床をやめないと，八月に受胎して，五月に生まれる。

147 五　月　養　花　定　変　怪 富　貴　 　家　怕　敗　慌
 m̥˜ ɲut` juŋ˜ khwaː tiŋ` penˇ kwaiˇ fuʔ` kweiˇ winˆ caː ʣiəˇ paːi` hwaːŋ

五月に娘が生まれると，必ず怪になる。富貴の家も潰してしまうだろう。

148 那　人　心　中　不　信　古 投　苗　作　本　度　根　由
l̥aːiˇ ɲienˆ fi əm-twaŋ jaːm` siənˇ kəu´ daːu` miuˆ ʦəuˇ puən təu` kɔn-yəuˆ

誰も，心の中ではこの五月生まれの娘の故事歌を信じない。私は頼まれて見本を作り，ことの原因を伝
える。
注　ʦəuˇ puən：見本を作る。

149 前　初　不　有　古　言　報 夫　妻　不　曉　正　投　胎
ʦinˆ ʦhɔ jaːm` maːiˆ kəu´ ŋinˆ buəˇ  fəu-ʦhai jaːm` çiu´ ʦiŋˇ daːu` thɔi

以前は故事を伝えなかった。夫婦は正しい受胎法を知らなかった。
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150 五　月　紅　花　怕　変　宝 怕　得　光　灯　來　照　
 m̥˜ ɲut` hoŋˆ khwaː ʣiəˇ penˇ pu´ ʣiəˇ tuʔ´ jaŋˆ taːŋ taːiˆ ʦiuˇ winˆ

五月生まれの娘は宝になり，灯火となって家を照らすかもしれない（と期待した）。

【15丁表】

151 枉　費　 　娘　代　辛　苦 不　得　飲　仙　辛　苦　章
 waŋ´-feiˇ jiəˆ ɲaːŋˆ taːiˇ fi əm-khəu´ jaːm` tuʔ´ jiem´ fi n fi əm-khəu´ ʦaːŋ

しかし，無駄に出費して父母は苦労した。まさか娘を食う訳にもいかず，苦悩は強い。
注　fin（仙）：女性（歌謡語）。ここでは娘のことを指す。

152 難　為　花　𠖼［央］　过　得　意 枉　姐　代　労　己［幾］　歳　年
naːnˆ weiˆ khwaː jaːŋ ciəˇ tuʔ´ eiˇ waŋ´ ʦiə´ taːiˇ laːuˆ ʦiəˇ fuiˇ nin

どうして娘は自分のことだけ考えるのか。父母は何年も無駄に苦労した。

153 今　世　有　名　出　冤　枉 後　歩　花　孫　看　様　修
ciəm` seiˇ maːiˆ miŋˆ ʦhuət´ win waŋ´ ho˜ pəu` khwaː fun khaːnˇ jaŋ` fjəu

今，有名な諍い事を，後に子孫がその様子を見て戒めの例にして欲しい。

154 後　代　子　孫　世　執［接］　世 陞　職　有　名　圖　執［接］　圖
ho˜ tɔi` ʦei´-fun seiˇ ʣip` seiˇ seŋˆ ʦeʔ´ maːiˆ miŋˆ təuˆ ʣip` təuˆ

後代の子孫は代々同じように行うだろう。行いによって名が知られ，代々伝わる。

155 誰［随］　便　風　吹　扇　書　去 一　街　扇　过　二　街　遊
 sweiˆ pin` pwaŋ ʦhwi sinˇ səu chəuˇ jiet´ caːi` sinˇ ciəˇ ɲiei` caːi` jəuˆ

風に吹かれて文書が広まる。一村をすぎたら第二の村まで及ぶ。
注　caːiˋ（街）：歌詞では「街」ではなく誇張表現で「村」を指す。

民國五十六年七月上旬抄得來
又到民國九十六年丁亥歳五月
初六日照來留有

　この歌を書写した鄧貴華氏によると，この歌はラオスのPhaalaiで書かれ，写本を繰り返して伝わっている。
最初に歌が書かれたのは2023年よりおおよそ70年前だという。しかもこれは実在のモデルが存在した。後日
譚として，この主人公の「五月生まれの娘」の娘がラオス難民としてナーン県のPaaklaangという村にいたと
いう。名前も知られている。後に夫を得てカンペンペット（Kamphaengphet）県へ移住した。その後どこへ
行ったかは不明であるという。

４．考察

４．１　転生（〈托生〉）の観念について
　この歌は，ミエンの霊魂観と民俗生殖学に関する資料となる。霊魂観について言えば，〈托生〉thɔʔ` sɛŋにつ
いて，重要な資料を提供している。〈托生〉は霊魂の転生を意味する。仏教の輪廻思想とも似ており，おそら
くは道教経由で佛教の輪廻思想が影響したものと推察される。しかし，詳細はいささか異なる。ミエンにおい
ては祖先祭祀が儀礼の重要部分を構成しているが，祖先祭祀と輪廻（転生）の原理とは本来両立するものでは
ない。仏教の輪廻の転生観では，死後に異なる存在へ転生する。人間として転生する場合でも異なる人格とな
る。一方祖先祭祀では，死者は死後も人格の同一性を保ち，祖先として子孫に影響力を行使する。子孫は祖先
を供養し，祖先はそれに対して庇護などを与える。こうした交換関係が祖先祭祀であり，祖先の人格が死後も
失われないこと，即ち転生などしないことが前提となる。
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　このように祖先祭祀と転生原理とは両立し難いものであるが，ミエンの場合，以下のような機序で両立させ
ている。ミエンにとっての祖先は，一つ家に居住する居住集団の祖先〈家先〉caː finである。詳細に言えば，
男性家主の直系の父系祖先とその妻である。これらの〈家先〉は生前に儀礼で取得した儀礼名で〈家先単〉と
いう祖先簿に記載されている。この〈家先単〉は各家に備わっている。この〈家先単〉には九代までの〈家
先〉が記載されるのが原則である。家主夫婦が死に，居住集団の代替わり（既婚の息子たちが各々居住集団を
構える）となると，〈家先単〉を書き直す。新たな〈家先単〉には亡くなった前代家主夫婦の儀礼名が記載さ
れるとともに，旧〈家先単〉に記載されていた最も上の世代の〈家先〉の名前を削除する。こうして常に九代
の〈家先〉名が〈家先単〉には書かれていることになる（4）。この削除された〈家先〉は転生（〈托生〉）した
とされる。即ち転生したので，もはや祭祀対象ではないということになる。このように，祭祀対象の祖先の世
代数を限定し，そこから外れた祖先はすでに転生したものとして，祖先祭祀と転生観念を両立させているので
ある。
　従来のミエン研究で報告されている〈托生〉に関する報告は以下の通りである。ミエンの言うには，ミエン
の祖先は自分が祀られていた家（ピャオ）に子供として転生するが，祖先が自分の子孫ではない家に転生する
可能性もあるという（5）。ミエンが他民族から養子を取った場合，その子がかつて養親の祖先の一人であった
と確定する占いが行われ，養親と養子が同じ出自であることが確認される（6）。また，転生の観念がミエンの
世界観の基本的要素であるため，他民族から養子を取ることに対して公的な反対がないと報告されている（7）。
このように，これまでの報告は，転生が人間界への転生であって，その中心的なテーマが，転生した子供がか
つての祖先であったか否かということであった。逆に，祖先が間違って他民族として転生することがあり，他
民族養取によってそれを取り戻したとして養取を正当化する論理としても使われていた。
　この歌詞で〈托生〉について述べられている箇所は，以下の下りである。042無神吹賜托男花（男子を托生
させてくれる神はいなかった）。044托得妖精古怪傷（怪物のような傷神が托生して産まれた）。072五月内中
又托生（五月中に托生した）。073托落那 定不好（どの家に托生しても必ず善くない）。076黄八托生哄苗帯
（天網八敗鬼が托生してきて私を欺いて引きずり回した）。082不以托生轉犬兒（次の転生先では，必ず犬に生
まれ変わるだろう）。083不以托生重轉陽（再び人として転生することはできない）。086生作犬兒牛馬屍（転
生して，犬か牛馬の身となる）。087不以托生出世上　変成陰〔口→養〕現𠴢言（この世には転生できない。
鬼となって遠吠えのように叫ぶだけである）。088不以托生二世修（二世に亘って再生することはできない）。
092生作犬兒牛馬屍（死後転生するのは，犬か牛馬の身である）。123便是天仙落下凡（天仙がこの世に落ちて
きてできたものだ）。126別國妖精來走胎（他国の怪物が入胎したのだ）。127外里傷神正変胎（外の傷神が入
胎した）。
　今回の歌詞で唱われているのは，人間界への転生ではなく，仏教的に言えば悪業による畜生界への転生（082，
086，092）と，悪い神が人間界に転生する（044，076，087）といった，異なる存在への転生である。123，126，
127の歌詞は，〈托生〉という語は使っていないが，悪神などの異界の存在が人間界に転生する話で，〈托生〉
の観念に則っている。以前の報告では人間→人間という転生の例だけであったが，こうした人間→畜生，神→
人間といった，異なる存在への転生の観念が以前からあったか否か，定かではない。ラオスやタイにおける上
座部仏教の輪廻思想の影響もあったかもしれない。しかし，「托生」という観念は漢族にもあり（8），こうした
転生の観念は，もし上座部仏教の影響があったとしても，それ以前からミエンの世界観の一部を構成していた
と考えられる。そうしてみると，この歌に見られるように，現在では人間以外への転生や人間以外の存在から
人間への転生も考えられていることが分かるのである。

４．２　特徴的な修辞法について
　もともと，歌においては親族名称の拡張的用法が顕著であったが，この歌においてはその極端な形態が見ら
れる。父母を「爺娘」とするのは，漢語の一般的用法にもある（9）。しかし，この歌詞においては，〈姐〉とい
う親族名称が，「母」や「父」「父母」を意味している。そうした歌詞を以下に示す。
　017雨来又把姐娘遮（雨が降ってくると父母は子供を庇う）。032抛爺抛姐去人 （（娘は）父を捨て，母を
捨てて，他人の家に婚入する）。082今世女花悪过姐（現在，娘は母親より悪い）。094千般教言不听姐（通常
の教えを説くが，母の言葉を聞こうとしない）。097逽然不听姐娘言（どのようにしても，父母の言葉を聞か
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ない）。098听得姐娘困世老（（娘の言うには）父母の言うことを聞いていると，夫無く年老いてしまう）。110
一敗家中吃娘姐（第一に，家内で父母を食べてしまう）。123不是姐娘生身世（（母曰く）この娘は父母がこの
世で生んだ身ではない）。152枉姐代労幾歳年（父母は何年も無駄に苦労した）。
　〈姐〉ʦiəˊの親族名称の意味成分としては，①話者の②血縁，③女性，④同世代，⑤年上という成分で成り
立っている。そのうち，「母」は①＋②＋③＋⑤で，「父」と「父母」は①＋②＋⑤によって，それぞれの意味
を示している。コンテクストに応じて，親族名称の近いカテゴリーで「母」「父」「父母」を表す換喩的な表現
である。これは従来発表した歌（10）には見られなかったこの歌の特徴である。

５．結語

　この歌は実在のモデルがおり，その個人の行状を事細かに述べる物語故事歌の典型と言える歌である。表現
が平板な歴史故事歌と比べると，口語・歌謡語の語彙が多く使われ，ミエンの歌の文彩を知るには良い資料で
ある。また，この歌からミエンの転生観の一側面を知ることができる。

付　記

　本稿は科学研究費（21K01078）による調査研究の成果である。
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（4） しかし，これは原則であって，新たに書き直すときに最上世代を削除するのを怠ったりして，実際の〈家先単〉には十代
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Abstract

 In this article, I reported the text, its phonetic description, the notion of reincarnation found in the text, rhetoric and 

Japanese translation of  “Hm Hlaa Sieq Tsun Tshuat Taai Nyei Dzung”, a song transmitted by the Mien in Thailand. 
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